
2021年度札幌学院大学総合研究所シンポジウム 
新時代における大学のあり方を考える 

  
 日時/2021年10月30日（土） 

 13：00～16：30 Zoomによるオンライン開催 

はじめに                   岸本宜久（札幌学院大学経済経営学部 講師）         

 

講演Ⅰ 

「新時代における大学のあり方を考える─札幌学院大学を中心に─」 

                         河西邦人（札幌学院大学学長） 

 

講演Ⅱ 

「新時代における大学のあり方を考える─大学のガバナンスを中心に─」 

                         山本雅淑（大正大学人間学部教授） 

 

講演Ⅲ 

「新時代における大学のあり方を考える─大学間連携を中心に─」 

                   宇野健司（大和総研リサーチ本部副部長、東京大学・ 

                           北海道大学・東北大学・上智大学非常勤講師） 

 

シンポジウム 全体討論 

    モデレーター        藤永 弘（札幌学院大学名誉教授、地域経営学会会長、 

                            地域経営未来総合研究所所長） 

    

     パネリスト            河西邦人、山本雅淑、宇野健司 
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はじめに：コロナ禍でのシンポジウム開催  

 

 

札幌学院大学経済経営学部講師 岸本 宜久 

 

 
 2021年度の総合研究所シンポジウムは、初めてのオンライン開催となった。本シンポジウムの講演内容につ

いては、この後の本章に譲り、ここでは 2020年以来のCOVID-19のパンデミック状況下（いわゆるコロナ

禍）における総合研究所シンポジウム開催について、その経緯を書き残しておく。 

札幌学院大学総合研究所は 2008年 4月の発足以来、毎年度、総合研究所シンポジウムを開催してきたが、

2020年度はコロナ禍によってやむなく開催を見送ることとなった。感染拡大を防ぐため日本国内でも度重なる

緊急事態宣言などの発令をもって外出自粛が強く要請され、大学でも教育、研究いずれにおいても厳しい外

出・面接の制約が課せられた。それにともない本学は、学生の命と健康を守り「学びを止めない」という方針

を早くに定め、コロナ禍での教育、研究、大学運営などにおけるオンライン（遠隔）対応を推し進めてきた。 

 そのような状況の中で迎えた 2021年度は、経営学部と経済学部を再編した経済経営学部の開設、同学部お

よび大学院地域社会マネジメント研究科の新札幌キャンパスへの移転という、本学にとって非常に大きな転換

の年である。このタイミングで経営学科（経営研究部会）が総合研究所シンポジウムの企画を担当すること

は、新体制の発信としても好機であり意義深いことといえる。そこで、終息の見えないコロナ禍ではあるが、

2020年度を通して蓄積された遠隔化のノウハウを活かし、オンライン開催を前提とした準備が始まった。 

企画については、経営研究部会の打ち合わせの中で地域経営学会との共催企画の提案があり、地域経営学会

会長の藤永弘氏のご快諾を得て調整が始まった。特に藤永氏には、本シンポジウムの企画、運営の全般にわた

り大変なご尽力を賜った。また、「新時代における大学のあり方を考える」というテーマについて討論する上

で、大学経営の視点から河西邦人氏（本学学長）、大学のガバナンス改革の視点から山本雅淑氏（大正大

学）、実務家教員としての大学教育の視点から宇野健司氏（大和総研）の 3名にご登壇いただき、多角的な視

点からの発表、討論が実現した。ここに記して深く感謝を申し上げる。 

シンポジウムは、コロナ禍でのオンラインミーティングで広く活用されるようになった Zoomを使用しての

配信となった。本来は、登壇者だけでも一堂に会することが望ましかったが、折からの感染の拡大傾向のため

に残念ながら集合はかなわず、それぞれの場所からオンラインで発表、討論していただく形式となった。 

当日は本学江別キャンパス図書館ラーニング・コモンズを拠点とし、感染対策を行った上でモデレーターの

藤永氏、司会の岸本、事務局から 3名の計 5名が集まって配信に当たった。初めてのオンライン開催というこ

とで多くの試行錯誤はあったが、事務局による入念な準備と運営によって滞りなく開催でき、異例な開催形式

にも関わらず学内外から多くの参加者があったことを喜ばしく思う。 

本シンポジウムをきっかけに、さらなる議論や連携が深まることを祈りつつ、末筆ながら長時間にわたりご

参加いただいた、参加者の皆様に、厚く御礼申し上げる。 

1



新時代における大学を考える
～札幌学院大学を中心に～

札幌学院大学総合研究所シンポジウム

2021年10月30日

札幌学院大学学長 河西邦人
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特に北海道の産業の発展及び北海道の社会文化並びに
道民の福祉の向上に貢献し得る人材を育成することを
目的とする
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社会課題の
解決

次世代人材
育成持続可能な
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大学を取り巻く環境の変化

• ①18歳人口の減少と経済の衰退
• エイジレス＆ボーダーレスの教育

• 産業とビジネスの創出

• ②新型コロナウイルス禍の影響
• 面接授業＋遠隔授業＋体験→ハイブリッド教育

• ③ＤＸによる教育と社会の変化
• Society 5.0

• 初等・中等教育委におけるGIGAスクール

• 遠隔授業→地方での大学教育受講と高大接続教育

• ④文部科学省の政策変化
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北海道内大学進学者数の予測
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42555
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「リクルート進学総研 マーケットリポート」の調査を基に作成

図２
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大学の置かれた競争・協調の環境

初等中等
教育機関

入試 教育 就職
社会・
組織・

競
合
大
学

代
替
教
育

協
調
相
手

課題解決型学修

高大連携

教育の質

社会連携

社会的インパクト
図３
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札幌学院大学のドメイン

環境層

人と社会層

経済層

・経済経営学部

・心理学部

・人文学部

・法学部

・法学研究科

図４

・地域社会マネジメント研究科

・臨床心理学研究科
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札幌学院大学の教育エコシステム戦略

• ①ネットワークとプラットフォームの形成
• 目的を共有する組織と人がつながるネットワークづくり

• 場（プラットフォーム）づくり

• 参加主体間での経営資源の交換と共有→分業＋協働

• ②共通価値の創出（Creating Shared Values）
• 社会課題解決→共通価値（社会価値・経済価値）創出→持続
可能な共生共栄→エコシステムの発展

• ③エコシステム経営
• プロジェクト型で参加主体の多様性と自律性の確保

• 公益性と倫理性による自治と目標管理（Management by 
Objectives）
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中核的ビジネス

拡張された企業

産業（ビジネス）・エコシステム

・中核的貢献者
・販売チャンネル
・直接の仕入先

・業界標準化団体 ・直接の顧客

・顧客
の顧客

・補完品の販売企業

・仕入先
の仕入先

・業界団体

・労働組合

・投資家 ・他の利害
関係者

・製品やサービス、ビジネス過程
や協定を共有する競合企業

・行政機関
や規制団体

J. F. Moore(1993)より引用

図５
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札幌学院大学の事業

札幌学院大学の教育エコシステム

北海道のエコシステム

・人材の発掘
・人材の育成
・人材の供給

・協定教育機関
・若者

・社会人
・連携企業と団体

・高校

・北海道私大協 ・文部科学省

・金融機関
＆投資家 ・他の利害

関係団体

・他大学

・北海道庁＆地方公共団体 ・道内産業界

・道民

図６
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札幌学院大学の教育エコシステム

企業家育成
エコシステム

サイコロジスト
育成エコシステム

えべつ未来づくり
プラットフォーム

地域づくり
エコシステム

新札幌
キャンパス

江別
キャンパス

図７
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えべつ未来づくりプラットフォーム組成
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地域づくりのProblem Based Learning
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出所：https://hre-net.com/syakai/kyoiku/50847/
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札幌学院大学の企業家育成
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岩見沢緑稜高校との企業家教育連携
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持続可能な大学

ヒト・モノ・コト
が集まる

創発協働による
共通価値創造

道内外へ情報発信

持続可能な大
学

図８
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新時代の大学経営

札幌学院大学

組織戦略

学修提案 教育 人材輩出

学生満足 評価 ブランド化

戦略の成果

社会戦略

目的達成 目的共有 使命

・協調協働戦略

・経営資源の社会化

・社会的インパクト戦略

エコシステム 共有 社会的成果

戦略の成果

価値創出

・教学マネジメント

・Ｏｐｅｎ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ

・学修成果の保証

図９

持続的発展
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新時代における大学教育とは？

～ 社会体験が学生を変える ～

大和総研 リサーチ本部副部長

（東京大学、北海道大学、東北大学、上智大学 非常勤講師）

宇野 健司
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新時代における大学教育とは？

～ 社会体験が学生を変える ～

大和総研 リサーチ本部副部長

（東京大学、北海道大学、東北大学、上智大学 非常勤講師）

宇野 健司
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目次

＜論点１＞ なぜ日本の大学生は勉強しないのか？

～ 学生の「モチベーション」が問題 ～

＜論点２＞ 「社会が求める大学教育」とは？

～ 「考える」「話す」「行動する」 ～

＜まとめ＞ 学生のモチベーションを高めよう！

～ 「大学」「企業」「地域社会」の連携が必要 ～
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＜論点１＞ なぜ日本の大学生は勉強しないのか？①

• 外国人留学生からの侮辱：

「日本の大学生は、何で勉強しないの？」

「成績が悪くても、卒業できるね」

「日本の大卒は、海外の短大卒以下？」

• 本を読んでいない（400冊 vs 100冊）

• 「リーディングアサインメント」（授業前の必読資料）

• 授業に出なくても、単位がもらえることがある

１67



＜論点１＞ なぜ日本の大学生は勉強しないのか？②

A 外発的なモチベーションの問題

（1）成績が良くても、誰からも評価されない

（2）成績が悪くても、就活には関係ない

（3）あまり勉強しなくても、卒業できる

268



＜論点１＞ なぜ日本の大学生は勉強しないのか？③

B 内発的なモチベーションの問題

（1）授業が一方通行の講義形式で退屈

→ディスカッションやグループワークなど学生参加型の授業を！

（2）授業が実社会につながらない

→企業も、インターンや実務家教員を積極的に提供するべき

（3）そもそも「何のために学ぶのか？」の意識が薄い

→「人生・キャリア・勉強する意味」を考えさせるキャリア教育
369



備考１： ラテン・オナーズによる表彰制度

• スンマ・クム・ラウデ (summa cum laude) - 最優等の意。
成績上位5%程度。

• マグナ・クム・ラウデ (magna cum laude) - 最優等と優等
の中間。成績上位10%程度。

• クム・ラウデ (cum laude) - 優等の意。成績上位15%程度。

（例えば、ラテン・オナーズを受賞した皇后雅子様の場合、

B.A. in Economics, magna cum laude）
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備考２： 「プロベーション」制度

• ＧＰＡが悪かった学生（例えば2.0以下）には、成績回復
のための猶予期間「プロベーション」が課される。

• もし次の学期に成績が回復しなかった場合、基本的には
退学になる。

• つまり、成績が悪い学生は、卒業できない仕組み

（質の保証 ＝ ただ単位が取れただけではダメ ）

571



備考３： アメリカの大学は、入試で「エッセー」を課す

• 「なぜ大学で学びたいのか？」「何を学びたいのか？」

「将来どのような人生・キャリアを歩みたいのか？」などを

エッセーとして、大学入試で課す（合否に影響大）

• 日本は、大学３年ごろの就活で、同じことを考える。

⇒アメリカ(高校３年) vs 日本(大学３年)で、３年遅い

• 「幼い」「協調性はあるが、主体性に乏しい」と企業は不満

⇒大学初年次からの「キャリア教育」が必要

⇒就活テクニックでなく人生・キャリア・学ぶ意味を考える
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＜論点２＞ 「社会が求める大学教育」とは？①

• 「即戦力」の誤解：

「企業が求めているのは、付け焼き刃の浅い専門知識？」

「そのようなスキルは、すぐに役に立たなくなる？」

「すぐには役に立たない学問こそ、学ぶ価値がある？」

• 「学問の場」VS「社会に出る準備」 ⇒バランスの問題

• 「学究の時間」VS「自由な時間」 ⇒メリハリの問題

※社会は「何を求めているのか？」を伝えて来なかった
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＜論点２＞ 「社会が求める大学教育」とは？②

A 「何を学ぶか」（知識）よりも「どう学ぶか」（主体性）

～「リベラルアーツ（教養教育）」の誤解 ～

①教養科目は、題材として「思考力の訓練」に適している

②「少人数ディスカッション」で自分の意見を発言し合う

③研究志向というより、「教育志向の教員」が指導する

⇒「知識を得る」＆ 自分で「考える」「話す」「行動する」

※つまり「何を学ぶか」より「どう学ぶか」（主体性）が重要

874



備考４： アメリカのリベラルアーツ教育の事例

「総合大学」 VS 「リベラルアーツカレッジ」

⇒前者は、大教室と少人数TAセッションの週２回授業が多い

（サンデル教授の哲学の全学科目→学生1000名、TA50名）

⇒後者は、ほぼ全科目がゼミのような10～20人の少人数授業

※いずれの場合も、１学期で４～５教科の履修が一般的

→１教科につき、週２回授業

→教科書：１冊、副読本：数冊 を１学期でこなす

（授業前に、指定ページを読了していることが義務）

⇒大量読書＆ディスカッション＆レポート提出で学生を鍛える教育
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備考５： アメリカのTA制度は、うまく出来ている

①TA採用時の成績重視が、学業へのインセンティブとなる

②将来の教員のための教育体験として有効

③アルバイト収入の確保（地方にあるので、機会が少ない）

④TAによる教員の負担軽減

→余談：入試業務も、教員でなく職員に任せるのが常識

→大学職員のプロ化・専門職化・高度化

（日本も、アカデミック・アドミニストレーターとして

職員の専門能力・地位・社会的評価の向上が必要）
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＜論点２＞ 「社会が求める大学教育」とは？③

B ①専門知識だけでは不十分。

⇒②議論⇒③フットワーク⇒④プレゼン⇒⑤レポート作成

①まずは、大量に関連資料を読み込み、「専門知識」をインプット

②チームで「議論」して、テーマ、課題、論点などを浮き彫りにする

③「フットワーク」を使って、専門家などに意見を聞いてまわる

④みんなの意見を集約して、人前で堂々とした「プレゼン」を行う

⑤その内容をしっかりとした文章にまとめ、「レポート作成」を行う

➡この①～⑤のトレーニングが積めるなら、専門分野は何でも良い

※会社で事業の立案を任されても同じプロセス！＝ 社会が求める教育
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＜まとめ＞ 学生のモチベーションを高めよう！①

学生のモチベーション（＝大学教育のバリュー）の問題

「大学」⇒①ディスカッション、グループワーク、PBLなど

学生参加形式の授業を増やすべき

⇒②「人生・キャリア・勉強する意味」を考えさせる

広い意味のキャリア教育を初年次から導入するべき

「企業」⇒インターンや実務家教員を積極的に提供するべき

１278



＜まとめ＞ 学生のモチベーションを高めよう！②

• 東大・北大・東北大・上智大などでの授業や、

年間300人の相談に乗り、学生と間近に接して来た経験から、

「学生のモチベーションの問題（＝大学教育のバリュー）」が、

改革の本丸であると実感する

➡問題の本質 = 「大学教育から実社会への橋渡し」に関する

「産学官の連携不足・努力不足」

➡対策 = 「大学」「企業」「地域社会」で連携して、

前述の当たり前のことを、当たり前にスグやること！
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略歴 ： 大和総研 リサーチ本部副部長 宇野健司

1985年 早稲田大学 卒業

1992年 ニューヨーク市立大学 大学院（MBA）修了

1996年 証券アナリストジャーナル賞 受賞

2004年から、大学での連携講座を提供。

（東京大、北海道大、東北大、上智大などで非常勤講師）

※学生主導の少人数ディスカッション授業（30名程度）

（2021年度～地方企業との「社会体験ワークショップ」）

連絡先: k7c7u7y7j7@gmail.com 070-2482-0567(直通)
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